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〈編 集 後 記 〉

「低温 セ ソター だ よ り」 の編 集 委員 に加 え てい ただ き1年 半 が たち、 つ い に編 集後記 を書

く順 番 が まわ って 参 りま した。 私 自身 の低温 との関 わ りは、超 高真 空排 気 に クライ オ ポ ソプ

を使 うた め液 体 ヘ リウ ムを利 用 した こ とがあ るとい う程 度 で 、低 温 そ の もの には 深 い関係 は

ご ざい ませ ん で した。 しか し、編集 方針 が低 温 に こだ わ らず 、阪 大 オ リジナル研 究で あ る こ

とを意識 す れ ば良 い と教 え られ、編 集委 員 を お引受 け した次 第 で あ ります。 確 かに 、本号 も

含 め 「低 温 」 とい う分野 に限 らず 、あ らゆ る分 野 か らの ご寄 稿 が あ り、 まず まず 目的 は達 せ

られて い るの では と感 じてお ります。

さて 、話 は急 に大 き くな ります が、 現在 の 日本 の科学 技術 は、急 速 に進 歩 し世 界 の トップ

レベル に達 してい るよ うです。 そ こで 今後 さ らに 、日本 が科 学 ・工 学 の分野 で 世界 の指 導的 な

立場 に立 つた めに は、世 界 に貢 献 で き るオ リジナルな科 学技 術 を創 造す る必 要が あ るで しょ

う。この よ うな時代 に、阪大 オ リジ ナル とい う編 集方 針 は大 きな意味 が あ るので はな いで しょ

うか。 「低 温 セ ソター だ よ り」 の内容 か ら、 ノー ベル賞 につ なが る よ うな オ リジ ナルな仕 事

が 出て くる こ とを願 わ ず には おれ ませ ん。

最 後 に、 ご多用 中に もかか わ らず ご寄 稿 を頂 い た先生 方 に、 この場 をお借 り して厚 く御礼

申 し上 げ ます。

(遠藤勝i義)
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